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1. 概要 

主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能用）の排気管は，設計基準対象施設の耐震重要度分類とし

て，ドライウェル内はＢクラス，サプレッションチェンバ内はＳクラスに分類している。Ⅴ-2-1-

4「耐震重要度分類及び重大事故等対処施設の施設区分の基本方針」に示すとおり，基準地震動Ｓ

ｓに対してドライウェル内の主蒸気逃がし安全弁排気管が破損しないことを確認することとして

おり，本資料はその確認結果を説明するものである。 

 

2. 評価方針 

主蒸気逃がし安全弁排気管はドライウェル内とサプレッションチェンバ内をあわせて，重大事

故等クラス２管として評価を実施しているため，設計基準対象施設及び重大事故等対処設備とし

ての評価条件を比較し，重大事故等対処設備としての評価結果から設計基準対象施設として基準

地震動Ｓｓに対して機能維持することを確認する。 

 

 2.1 設計条件 

設計基準対象施設 重大事故等対処設備 

最高使用圧力 最高使用温度 最高使用圧力 最高使用温度 

3.73 MPa 250 ℃ 3.73 MPa 250 ℃ 

 

 2.2 考慮する地震動 

重大事故等対処設備としての評価において，基準地震動Ｓｓを考慮している。 

 

 2.2 許容応力 

重大事故等対処設備としての評価において，許容応力状態ⅤＡＳとしてⅣＡＳの許容限界を用

いている。 

 

3. 評価結果 

2.における評価条件の比較から，設計基準対象施設としての評価条件と重大事故等対処設備と

しての評価条件は同じものとなる。重大事故等対処設備として，Ⅴ-2-5-2-1-2「管の耐震性につ

いての計算書」に示すとおり，ドライウェル内の主蒸気逃がし安全弁排気管＊は，評価結果が許容

値を満足する。よって，設計基準対象施設としても基準地震動Ｓｓに対して機能維持することを

確認できる。 

注記＊：配管モデル MS-PD-1，MS-PD-2，MS-PD-3，MS-PD-4 

  

4. 結論 

ドライウェル内の主蒸気逃がし安全弁排気管は，設計基準対象施設としての評価条件が重大事

故等対処設備としての評価条件と変わらない。よって，重大事故等対処設備としての評価結果か

ら，設計基準対象施設としても基準地震動Ｓｓに対してドライウェル内の主蒸気逃がし安全弁排

気管が破損しないことを確認した。 




